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これまでのスマートシティ推進に向けた取組

Step 3
まちづくりへの実装

◇ ３D都市モデル（プラトー）
・スマートシティのデジタル基盤となる３D都市モデルの構築

モデル事例の構築【R2】３D都市モデルのユースケース開発【R3~】
３D都市モデルの整備・活用に対する補助制度の創設【R4~】

100地域に
おける技術
実装

1000団体
の参加

新経済・財政再生
計画 改革工程表
（2025年目標）

Step 2
実証実験

Step 1
実行計画の策定

官民体制の構築、実行計画の
策定【R1】

技術の実装に向けた実証実験の実施【R2～】
スマートシティ関連事業の合同公募（内、総、経、国）【R3～】
地域主体のスマートシティ実装化を支援する補助事業を創設【R3~】
デジタル技術の都市空間への実装支援（エリア価値向上整備事業）【R4～】
まちへの早期実装を支援する「都市サービス実装タイプ」を創設【R5～】

◇スマートシティ実装化支援
・データや新技術を活用し、都市アセットの利活用につながるサービス等の先駆的実証実験を行い、スマートシティ
実装に向けたノウハウ・課題を蓄積

Step 0
官民体制構築

スマートシティ・ガイド
ブックの公表【R3】

◇官民連携プラットフォーム
・官民の知恵やノウハウを結集し、スマートシティの横展開を促進

セミナーの開催【R1～】、分科会におけるテーマ別検討【R２～】

スマートシティモデルプロジェ
クトからの知見集【R4】

先進的な取組を実施する地区に対して、スマートシティ実装化支援事業等により支援。
既存デジタル技術の導入についても、 エリア価値向上整備事業等により支援。
スマートシティの導入書である「スマートシティガイドブック（R3.4）」及び実証段階における留意事項等を整理した「スマートシティモデルプロ
ジェクトからの知見集（R4.3）」、スマートシティサービスを連携させることでさらに有用なスマートシティサービスを構築できるという姿を整理した
「スマートシティサービスの連携ユースケース（R5.4）」を作成し、知見整理による支援。
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スマートシティサービスの
連携ユースケース【R5】

500都市

デジ田総合戦略
(2027年度目標)



取組を進めるうえで見えてきた課題

過年度事業にて、スマートシティ実装化支援や官民連携プラットフォームにおける普及啓発活動を行う中で、サービスの実
証から実装に移行できる事業が少ないことに加え、サービスの分野間連携が十分に進んでいないという課題を把握した。
今年度事業では、下記課題を踏まえ、実装に係る知見集の改定とサービスの分野間連携のユースケースを作成する。
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１．実証事業を終え、着実に実装される事業が少ない

２．分野間の連携が十分に進んでいない

取組1)

取組2)

スマートシティガイドブックで示された段階のうち、実装が進まず実証事業どまりになってしまう事例が多い
令和4年3月31日発表の「スマートシティモデルプロジェクトからの知見集」では、実証段階における留意
事項等が整理されているが、実装に向けたポイントや留意事項を整理して追記し、知見集を改定する

スマートシティを実現するためには、個別のサービスのデジタル化を進めるだけでなく、同じ分野内でのサー
ビスの連携や分野間での連携、さらには地域間の連携が重要である
分野内サービスの連携については、令和4年度事業にて連携の在り方を整理した「スマートシティサービス
の連携ユースケース」を作成したため、今年度は分野間連携の在り方を整理する

実装事例の調査を行い、
「スマートシティモデルプロ
ジェクトからの知見集」を
改訂し、実装上のポイン
トを追加

分野間でサービス連携が
されている事例を調査し、
「分野間連携されたス
マートシティサービスの連
携ユースケース」を作成

初動段階 準備段階 計画（戦略）
作成段階

実証・実装
段階

定着・発展
段階

R5年度は実証から実装が
スムーズに進むためのポイントや
留意点、知見集に追加・更新

R4年度に実証段階
の知見集を公表

A地区

交通 健康

B地区

防災 ・・・
サービス1

サービスn

サービス2

サービス1

サービスn

サービス2

サービス1

サービスn

サービス2

サービス1

サービスn

サービス2

防災
サービス1

サービス2

サービスn

技術1-b技術1-a

技術2-a

技術n-a

賑わい
サービス1

サービス2

サービスn

技術1-b技術1-a

技術2-a

技術n-a
昨年度連携ユース
ケースの検討範囲

今年度参考ユース
ケースの検討範囲 ④地域間連携③分野間連携①個別サービスの

デジタル化

②分野内
サービスの連携



取組1)実装事例の調査による知見集の改定：目的と実施方針
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【現状の課題】
スマートシティサービスの実証事業は様々な地域で行われているものの、
実証どまりとなってしまい、サービス実装が実現されるケースが少ない

実装
実証事業

①どのようなプロセスでスマートシティ
サービスを実装していくのか

②実証から実装に
おけるハードルは何か③スムーズに実装するためには、

実証時にどのような準備が必要か

• サービスの運営体制が確立され、地域で自走している
• サービス提供における資金的持続性が確保されている
• 一定数のユーザー（市民）が継続的にサービスを利用している
• サービスによって地域の課題が解決されている

実装の
条件

スマートシティサービスの実装を進めるにあたって参考となる知見集を作成し、実装において重要なポイントと考えられる、運
営体制やマネジメント体制・方法、実装に至るまでの経緯や調整方法等をとりまとめる。

• 国内の多くの団体において、スマートシティの取組が推進されているものの、スマートシティサービスの「実証」に
とどまり、「実装」に至っているケースが少ない。

• 体制面・資金面・利用状況・課題解決の観点から、スマートシティサービスを真に実装している先進事例が少
なく、令和4年3月31日発表の「スマートシティモデルプロジェクトからの知見集」においては、スマートシティサービ
スの実証におけるポイントや留意点が取りまとめられているが、実証段階から実装段階に進めるためのポイントに
係る記載内容が少ない。

• そのため、本事業では、既にスマートシティサービスを実装している団体への調査を通じ、スマートシティサービ
スを実証で終わらせず、確実に実装するためのポイントや留意点について体系的に整理し、実証段階から実
装段階に進む団体の参考となるよう、 「スマートシティモデルプロジェクトからの知見集」を改訂する。

調査の
背景・目的

スマートシティサービスの実証から実装に至るまでのポイント・留意点のイメージ



取組2)分野間連携のユースケース作成：目的と実施方針
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• スマートシティを実現するためには、①個別サービスのデジタル化を進めるだけでなく、②分野内におけるサービス
の連携や③サービスの分野間における連携、さらには④地域間における連携が重要である。

• 一方で、「③サービスの分野間連携」をするにあたり、「データを連携する基盤（プラットフォーム）がない」、
「都市の課題に対し、どのようなサービスを連携させ、付加価値を向上させるべきかわからない」、「参考とな
る先行事例が少なく、どのように取組を進めるべきかイメージできない」等の課題がある。

• そのため、サービスの分野間連携における先進的な取組を行う団体への調査を通じ、主に実装サービスを分野
間連携するにあたっての課題や、課題を解決するための方法等を把握し、分野間連携のモデルをつくること
で、他都市の参考ユースケースとする。

調査の
背景・目的

スマートシティサービスの連携イメージ

スマートシティにおけるサービスの分野間連携について、先進的な取組事例の調査を行い、都市の課題に応じ、どのように
分野間連携を行い総合的なサービスを展開すべきかをまとめたユースケースの作成を行う。

【現状の課題】
• どのようなサービスを連携させるべきかわからない
• 参考となる先行事例、具体例が少ない

【本事業における解決の方向性】
先進的な取組を参考にサービスの分野間連携の
ポイントを整理し、他都市の参考ユースケースを作成

A地区

交通 健康

B地区

防災 ・・・
サービス1

サービスn

サービス2

サービス1

サービスn

サービス2

サービス1

サービスn

サービス2

サービス1

サービスn

サービス2

防災
サービス1

サービス2

サービスn

技術1-b技術1-a

技術2-a

技術n-a

賑わい
サービス1

サービス2

サービスn

技術1-b技術1-a

技術2-a

技術n-a
昨年度連携ユース
ケースの検討範囲

今年度参考ユース
ケースの検討範囲 ④地域間連携③分野間連携①個別サービスの

デジタル化

②分野内
サービスの連携



本日ご議論・ご意見をいただきたい内容
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本日の有識者会議では、本事業の2つの取組に関して、構成員の皆様から以下の点をご議論、ご意見をいただけますと
幸いです。
取組内容の詳細につきましては、後段の資料にてご説明をいたします。

取組1) 実装事例の調査による知見集の改定

取組2) 分野間連携のユースケース作成

• サービスの実装ポイントとして特に強調すべき点
• ヒアリング内容の方向性

• サービスの分野間連携に関する留意事項



取組1) 実装事例の調査による知見集の改定
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実施フロー

8

国土交通省が支援する事業を中心に、関係府省庁が支援する事業を主に対象として実装サービスの取組内容、サー
ビスの実証から実装までのポイントをヒアリングし、知見集として取りまとめる。

実施ステップ
• R4年度スマートシティ実装化支援事業の支援地域を基本とし、過年度の支援地域

やその他地域においてもサービスの実装事例として参考に資するものがあれば、対象地
区として選定する。

第１回
ヒアリング調査

6月～8月

中間とりまとめ
8月～10月

第２回
ヒアリング調査
10月～12月

調査結果とりまとめ
・フォローアップ

12月～3月

対象地区選定
4月～6月

実施内容 進捗状況

概要調査
4月～6月

• スマートシティ実行計画をはじめとした公表資料等から、デスクトップ調査にて、実装
サービスの取組概要の把握を行う。

• 概要調査の結果も踏まえ、対象先(主に行政)にヒアリングを行い、実装サービスの取
組を詳細に把握するとともに、サービスの実証から実装へ進めるポイントについて伺う。

• ヒアリング結果を踏まえ、サービスの実装が進んでいる要因や取組の特徴を整理する。

• サービス実装が進んでいる要因や取組の特徴を踏まえ、サービスを実証から実装へ進
めるポイントについて仮説を設定する。

• 中間とりまとめにて設定した仮説に基づき、必要に応じて再度対象先にヒアリング調査
を行い、仮説の検証を行う。※都市マネジメント分科会でのヒアリングも検討

• ヒアリング調査等の内容を基に、サービスを実証から実装へ進めるにあたってのポイント
を整理し、知見集として取りまとめる。

• 必要に応じ、フォローアップ調査を実施する。

対象地区選定完了
(対象地区は次頁参照)

デスクトップ調査完了

ヒアリング実施中
(7団体中3団体完了)

中間とりまとめ後
実施予定

第2回ヒアリング調査後
実施予定

実証→実装ポイントに
ついて仮説検討中

現在実施中



事例調査の対象団体
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【調査対象団体一覧】

【調査対象団体選定における考え方】
国土交通省が支援するモデルプロジェクトおよび関係府省庁が支援するプロジェクトの一覧から、①サービスに取り組む体制が確立されている、
②サービスの分野間連携を行っている、③複数サービスを実装している事例を選定
【ヒアリング対象候補の選定基準】
対象15団体のサービスのうち、サービスの実装が定着していると思われる事例※1及び参考となるような取組の実装ポイントが複数ある事例
※1下記4点が達成されていると考えられる事例：①サービスの運営体制が確立され、地域で自走している②サービス提供における資金的持続性が確保されている③一定数のユーザー（市
民）が継続的にサービスを利用している④サービスによって地域の課題が解決されている

No 実施地区 実装されているサービス ヒアリング対象
1 北海道札幌市 市民アプリ（さっぽろ圏ポイントアプリ）、ダッシュボード（DATA-SMART CITY SAPPORO）、都市OS等 ○
2 北海道上士幌町 自動運転バス、スマートストア等
3 北海道更別村 自動運転バス、健康アプリ（WiTH Health）、自動配送ロボット等
4 福島県会津若松市 観光アプリ（会津若松観光パスポート）、位置情報を活用したデジタル防災、都市OS等 ○
5 栃木県宇都宮市 グリーンスローモビリティ、交通予約配車システム、回遊促進アプリ（コレメッケ宇都宮）、都市OS等
6 群馬県前橋市 デジタルID（めぶくID）、アレルギー管理アプリ（my Allergy alert）、MaaS（GunMaaS）等 ○
7 千葉県柏市 AEMS高度化、AIカメラ、ポータルサイト（スマートライフパス柏の葉）、都市OS等 ○
8 埼玉県さいたま市 シェア型マルチモビリティ、都市OS、地域ポイント（たまぽんポイント）等 ○
9 埼玉県横瀬町 シェアサイクル、AIデマンド交通、観光MaaS等
10 東京都千代田区 健康アプリ（丸の内ヘルスカンパニー）、回遊アプリ（Oh MY Map!）、都市OS等
11 東京都大田区 空間情報データ連携基盤、自動運転バス運行サービス、自動運転パーソナルモビリティシェアリングサービス等
12 石川県加賀市 電子申請、混雑の可視化・監視システム（サービス提供終了）、MaaSアプリ（加賀MaaSアプリ）等
13 愛知県岡崎市 シェアサイクル、道路・駐車場のリアルタイム混雑情報発信、人流統合分析システム等 ○
14 三重県木曽岬町 自主運行バス運行状況通知サービス、見守りサービス等
15 兵庫県加古川市 市民アプリ（かこがわアプリ）、見守りサービス、行政情報ダッシュボード、河川水位情報収集等 ○

国土交通省が支援する事業を中心に関係府省庁が支援する事業から、実装まで進んでいる事例を調査対象とした。
運営体制や資金持続性が確立され一定数のユーザーが継続的に利用している等の観点から、ヒアリング対象を選定。

【凡例】 ：ヒアリング対象団体、太字下線：ヒアリング対象サービス



ヒアリング内容（仮説設定）
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ヒアリングは実証準備段階、実証実施段階、実装準備段階、実装後段階の4つの段階に沿って、実装する上での
ポイントを深掘りし、実装するうえでポイントとなる6つの項目を中心にヒアリングを行い、知見集として取りまとめる。

実装するうえで
ポイントとなる項目 ヒアリング内容

段階
実証準備

段階
実証事業
実施段階

実装準備
段階

実装後
段階

①サービス内容 実装しているサービスの内容はどのようなものか
どのように取り組むサービス内容を検討・決定したのか ○ ○ ○

②機能的、機動的な
推進体制の構築

官民それぞれがどのような役割を担うのか
誰がどのように意思決定するのか
どのようにガバナンスを確保するのか

○ ○ ○

③資金的持続性の
確保

実装段階の初期コスト・ランニングコストはいくらかかり、
どのような効果が見込まれるのか
誰がどのように負担するのか

○ ○ ○

④市民の積極的な
参画

取組内容を検討するにあたり、どのように市民や地元事業
者の意見やニーズを聴取したのか
市民や地元事業者との合意形成はどのように進めたのか

○ ○

⑤エリアマネジメント
との連携 エリアマネジメント団体はどのように関与しているか ○ ○

⑥その他個別
ポイント

実装のプロセスで苦労した点や障壁となった規制・制度はあっ
たか ○ ○ ○ ○

【サービスを実装する上でポイントとなる項目（仮説）について】
概要調査を基に、サービスを実証から実装に進めるためのポイントは①サービス内容、②推進体制の構築、③資金持続性の確保、④市民
参画、⑤エリアマネジメント団体との連携であると仮説を立てた。
上記のポイントを満たす実装サービスに焦点をあて、サービスの実証準備、実装実施、実装準備、実装までの段階ごとに、上記ポイントに
ついてヒアリングを行う。

【ヒアリング項目】



検討状況①
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ヒアリング内容を基に、サービス実証までのプロセス、サービス実証後からサービス実装までのプロセスについて、以下4つの
ステップに分類したうえで、各ステップにおける対応事項を洗い出し、留意点等を取りまとめる。

実証から実装までのプロセスの整理
【実証事業までのステップ】

Step1：
現状の把握

Step2：
事業内容の検討

Step3：
体制の構築

Step4：
実証事業の実施

【概要】
• 地域の現状や市民の意見を把握し、

対応すべき課題を明確にする

【対応事項】
①地域の課題や資源の洗い出し
②市民・地元事業者の要望・ニーズの

調査

【概要】
• 取組内容や実証事業の検証項目、

コストを検討する

【対応事項】
①課題解決に資する取組内容の検討
②コストや収支の試算
③①および②を比較したときの便益の

検討
④実証事業の検証項目の検討

【概要】
• 実装を見据えて運営体制を構築し、

官学民の役割を明確にする

【対応事項】
①運営主体の明確化
②運営体制の構築
③官学民の役割の明確化
④ビジネスモデルの検討・構築
⑤市民・地元事業者との合意形成

【概要】
• 実証事業を実施し、効果測定を行

う

【対応事項】
①実証事業の公開・宣伝
②実証事業参加者の募集
③実証事業の実施
④効果測定・効果検証

Step1：
事業継続の判断

Step2：
事業内容の見直し

Step3：
体制の見直し

Step4：
サービスの展開・発展

【概要】
• 実証事業効果検証を踏まえ、実装

に向けた課題の洗い出しや事業継
続の判断を行う

【対応事項】
下記の観点から事業の継続性を判断
①取組内容
②コスト・収益性
③運営体制

【概要】
• 効果検証結果や実装に向けた課題

を踏まえて、取組内容やコストを見
直す

【対応事項】
①取組内容を見直す

②取組内容とコストを比較したときの
便益を見直す

【概要】
• 運営体制、官学民の役割分担、ビ

ジネスモデルを見直す

【対応事項】
①運営主体が事業継続できるための

体制の見直し
②必要に応じて実装事業者の公募・

選定を行う

【概要】
• サービスを実装。普及促進やサービ

スの拡大、経営の効率化に努める

【対応事項】
①サービスの普及促進
②効果測定
③サービスの拡大
④経営の効率化

実証準備 実証実施

実装準備 実装後
【実証事業後～実装までのステップ】

実証段階で事業内容や体制をきちんと検討・
決定することで、実装段階での見直しを最小

限に抑え、スムーズに実装することが可能

実装
準備へ



事例・ポイント

検討状況②
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今後のヒアリングにて
ポイントを抽出する予定

Step4：
サービスの
展開・発展

Step3：
体制の
構築

Step1：
現状の
把握

Step2：
事業内容の

検討

Step4：
実証事業の

実施

Step1：
事業継続の

判断
Step2：

事業内容の
見直し

Step3：
体制の見直

し

実
証
準
備

実
証
実
施

実
装
準
備

実
装
実
施 事例：柏市

事例：岡崎市
まちづくりデザイン会議での情報共有
• 「まちづくりデザイン会議」と「スマートコミュニティ推進協議会」での

議論や事業内容を、市職員がハブとなり相互共有
まちづくり研修会での課題整理
• まちづくり現地研修会を実施し、現場で担い手の声を直接聴い

て課題感を把握・整理することで、事業検討の素材として活用

事例：岡崎市
事業の責任の所在を明確にしたうえで官民で役割分担
• 「渋滞」の課題解決は自治体の役割とし、イニシャルおよびラン

ニングコスト等の資金は基本的に自治体が負担。具体的に、カ
メラの設置、カメラ画像からの混雑判定、情報発信を市が負担

• 同じく渋滞対策に資する駐車場満空発信情報発信は民間事
業で成立しており、データ提供を受け、道路混雑情報と合わせ
て市が発信。民間サイトへの誘導にもつながり、双方の利益が
合致した運営体制が構築されている

ITコンシェルジュによる利用周知・サポート
• 柏の葉スマートシティおよびまちの健康研究所「あ・し・た」の2拠

点にITコンシェルジュを常設
• ITコンシェルジュは高齢者

を含む地域住民のスマホ
活用からサービス利用ま
でサポートを幅広く実施

外部民間事業者と連携した実証イベントの実施
• 柏の葉スマートシティコンソーシアムの幹事である一般社団法人

UDCKタウンマネジメントが、外部の民間事業者が提供するサー
ビスとスマートライフパス柏の葉の連携を図り、実証イベントを行う
などして市民とサービスのハブとして作用

ITコンシェルジュ

サービスを周知・
利用をサポート

地域住民

事例・ポイント

事例：岡崎市
財政課との予算調整
• スマートの意義を、市総合計画の大課題・なかでも特に注力す

る都市再生課題・直近の市民課題との関係性をベースに説明

事例：柏市
個人情報の保護に配慮した体制の構築
• 第三者機関「データ倫理審査会」を設置し、個人情報の取り扱

いが関連法令やガイドライン等を遵守しているか監督し必要に応
じて助言

事例：柏市
コンソーシアム幹事による取組の統括・サポート
• 従来より柏の葉アーバンデザインセンターを中心に公民学連携

でまちづくりを推進していたが、国土交通省事業への応募をきっ
かけに柏の葉スマートシティコンソーシアムを設立

• コンソーシアム内には5つのワーキングがあり、各ワーキングで民
間事業者が主体となって取組を進めている。コンソーシアム幹
事は全体統括や民間事業者が補助事業に応募する際のサ
ポート等を提供

公民学で連携した運営体制の構築
• スマートライフパス柏の葉に関しては、ポータルサイトの開発や

サービス提供は民間事業者が行い、運営やデータ管理は公民
学連携組織であるUDCKを母体とする一般社団法人UDCK
タウンマネジメントが実施

事例：さいたま市
民間主導・行政伴走型の実証事業の実施
• サービス運営費は民間事業者が主に負担。行政は実証に必要

なモビリティポートの用地の無償提供や実証事業の効果測定の
支援を中心に行い、実証後も持続的にサービス運営を支援

段階 段階

事例：さいたま市
新しい民間事業者の参画によるサービスの拡張
• 実証成果を踏まえ、MaaSの取組への拡張を模索。行政による

マッチング支援によりシェア型マルチモビリティと鉄道事業者・商業
事業者との連携が実現し、サービスを拡張

事例：さいたま市
ユーザーや市民の意見をサービスに反映
• シェアサイクルのアプリにてアンケートを行い、サービスに対する要

望を収集している。また、イベント時に住民に意見を聞くなど、
様々な形で市民の声を収集し、サービスを改善

脱炭素化を契機とした取組の加速化
• 脱炭素計画をもとに、環境省の補助金等を活用しながら、脱炭

素のシェア型マルチモビリティの実装を加速



一般化した実証から実装までのプロセスについて
ステップごとのポイントを事例とともに紹介する

知見集の改定イメージ

13

スマートシティモデルプロジェクトの取組から得られた知見等について、第１部では実証段階における知見、第２部ではス
マートシティの実現に向けた知見（推進体制・費用負担・市民参画等）をとりまとめる。

資料構成イメージ

第１部 -１.実証から実装までのプロセス 第１部 -２.実証事例
「スマートシティモデルプロジェクトからの知見集」から事例を紹介し、

実証事業の概要および実証における各ポイントを２ページにわたり記載

第１部 -３.実装事例 第２部 実装ポイント
サービスの全体概要および実装サービスの事例紹介の詳細を

２ページにわたり記載
サービス実装までのポイントを６つに分けて説明し、

各ポイントを取り入れている地域事例を合わせて紹介



取組2) 分野間連携のユースケース作成
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実施フロー

15

サービスの分野連携に係る先進的な取組をしている地域を対象に、サービスの分野間連携の課題やポイントについて
ヒアリングを行い、取組パターンごとにユースケースを取りまとめる。

実施ステップ

• サービスの分野間連携に係る先進的な取組をしている地域について、公表資料等から、
デスクトップ調査にて取組概要の把握・整理を行う。

• 調査した内容を分類し、取組パターン※の初期案を作成する。 ※P16,17参照
• パターン分類を踏まえ、さらに深堀すべき事例や技術・手法を調査する。

ヒアリング調査
8月～10月

ユースケース
とりまとめ

10月～2月

事例調査・
パターン分類
5月～7月

実施内容 進捗状況

ユースケース骨子
作成

7月～8月

デスクトップ調査完了

• デスクトップ調査で整理した事例・パターンから、サービスの分野間連携に係るユース
ケース骨子を作成する。

• デスクトップ調査、ユースケース骨子の内容を基に、サービスの分野間連携について、
詳細の調査をするため、調査対象の実施団体及びそのステークホルダへヒアリングを
実施する。

ヒアリング結果や、都市マネジメント分科会・有識者委員会等の意見を踏まえ、ユース
ケース資料を更新、最終化する。
ユースケースの掲載内容に関して、実施団体へ確認を行う。

ユースケースの骨子は
概ね作成完了

ヒアリング実施中
(4団体中2団体完了)

ヒアリング調査後
実施予定

現在実施中



分野間連携のイメージ
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分野間連携の切り口として「総合型」「3D都市モデル」「人流データ等」「エネルギーマネジメント」をピックアップしました。

見守り防災 賑わい交通 エネルギー 健康

エネルギー
マネジメン

ト
EVによる
電力供給

車両の交
通シュミ
レーション

エネルギー
マネジメン
ト支援

VPPを活
用した防
災力強化

ICTを活
用した見

守り

地域包括
ケアシステ

ム

3D都市
モデル

防災シミュ
レーション

AR/VR
によるまち

歩き

ウォーキン
グコースの

推薦

駐車場満
空情報の

提供

人流デー
タ等

まちなか
サービス情
報提供

ロボットに
よる防犯
パトロール

ウォーキン
グアプリの

提供

車両の交
通シュミ
レーション

アプリケーションの提供/管理者向けダッシュボードの提供 等幅広いツールでのサービス提供

自動運転
バス導入 ・・・

ロボットに
よる飲食
物の配送

・・・・・・ ・・・

総合的なサービス提供によるエリアの付加価値
向上
複数分野にわたる総合的なサービスをエリア内
のあらゆる手段を活用して提供するパターン

データ活用による業務効率化・サービス高度化
様々な分野における多様な主体が個別かつア
ナログに取得していたデータを、都市OSで連携
し、サービスを高度化・効率化するパターン

エネルギーの効率的利用によるサステナブルなま
ちづくり
あらゆる生活サービスにおいて活用されるエネル
ギーを起点にあらゆる住民向けサービスとの連
携を行うパターン

3D都市モデルを起点としたデータ連動型まちづ
くり
国土交通省が取組を進めている3D都市モデ
ルを軸に複数分野に展開するパターン

パターン①

パターン②

パターン③

パターン④



目的・概要 代表事例（技術）

他分野にわたる総合的なサービスをエリア内のあらゆる手段を活用して提供す
ることで、エリアの魅力を向上させ、エリアの付加価値向上を目指すスマートシ
ティモデル。
滞在者向けに総合アプリケーションにより複数分野にわたる情報を一括提供
する、管理者向けにエリアマネジメントダッシュボードにより複数分野のデータを
可視化・分析する等、分野横断で様々なサービスを一体的に提供する。

人流データやまちなかのサービスに関するデータが、これまで行政・個別事業者
で個別に把握をされていたものを、効率的に取得・提供することで、各者の業
務を効率化・市民向けサービスの高度化を目指すスマートシティモデル。
カメラ・センサーで取得した人流データを活用し、マーケティングやサービス周知・
混雑情報緩和といった課題を解決するサービスを提供する。

大丸有（賑わい/防災アプリ、エリ
マネダッシュボード、自動運転）
西新宿エリア（MaaS）
渋谷（行政ダッシュボード）

岡崎（人流データ×混雑緩和）
札幌（人流データ×健康アプリ）
新潟（人流データ×MaaSアプリ）
名古屋久屋公園（ロボットによる
防犯パトロール）

キーワード

総合
(総合アプリ・エ
リマネダッシュ
ボード）)

人流データ

パターン

総合的なサービス提供
によるエリアの付加価

値向上

データ活用による業務
効率化・サービス高度

化

エネルギーマネジメントを起点にあらゆる住民向けサービスとの連携を行うス
マートシティモデル。
エネルギーのデータを収集、最適配分を行い、エネルギーを効率的に利用する
だけでなく、健康分野など住民の生活に寄り添ったサービスを展開する。

藤沢SST（スマートハウス、スマート
デバイス）
仙台泉パークタウン（エネルギー施
策）
綱島SST（エネルギーの見える
化）

エネルギー
エネルギーの効率的利
用によるサステナブルな

まちづくり

3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化を通じて、様々な分野で地域の
課題解決やエリア情報の可視化を行い、まちづくりのDXを進めるスマートシ
ティモデル。
3D都市モデルを用いデータを分析することにより施策立案や事業効果を検証
する等の管理者業務の効率化を図る、来訪者向けにバーチャル空間による観
光体験や防災体験等のサービスを提供する。

豊洲（3D都市モデル、スマート防
災）
竹芝（3D都市モデル×エリアマネ
ジメント）
渋谷（3D都市モデル×スマートプラ
ンニング） 等

３D都市モデル
3D都市モデルを起点と
したデータ連動型まちづ

くり

①

③

④

②

#

取組パターンの分類／調査対象の検討

分野間連携されたスマートシティの類型について、各地で行われている取組を特徴的なキーワードを切り口に、以下4パターンに
分類した。
それぞれのパターンにおいて、キーワードを軸に他分野にわたるスマートシティサービスを提供する。

17
※太字団体をモデルとして各パターンのイメージを作成



事例調査の対象団体

18

設定したパターンが実践団体の課題感や目的に即しているかを検証するため、分野間連携のサービス像、データ連携等
について、1パターン1団体、計4団体へヒアリングを実施する想定である。

※ユースケースではあくまで上記取組をモデルとして、各パターンのイメージを作成する想定

No パターン 実施地区 特に着目するサービス

1
総合的なサービス提供によるエリアの
付加価値向上

東京都千代田区大丸有地区 滞在者向けアプリケーション/エリアマネジメントダッシュボード 等

2 東京都新宿区西新宿エリア MaaS
3 東京都渋谷区 行政ダッシュボード

4
3D都市モデルを起点としたデータ連
動型まちづくり

東京都港区豊洲エリア（要検
討） 3D都市モデルによるデータの可視化・シミュレーション/スマート防災 等

5 東京都港区竹芝エリア 3D都市モデル×エリアマネジメント
6 東京都渋谷区 3D都市モデル×スマートプランニング

7

データ活用による業務効率化・サービ
ス高度化

愛知県岡崎市 人流データ分析による交通渋滞緩和/駐車場満空情報の提供/アプリ・サイネージによるまち
なかサービスプロモーション 等

8 北海道札幌市 人流データ×健康アプリ
9 新潟県新潟市 人流データ×MaaSアプリ
10 愛知県名古屋市久屋大通公園 ロボットによる防犯パトロール

11
エネルギーの効率的利用によるサステ
ナブルなまちづくり

神奈川県藤沢市Fujisawaサ
スティナブル・スマートタウン スマートハウスによる省エネ/エリア全体でのエネルギーマネジメント 等

12 宮城県仙台市泉パークタウン エネルギー施策

13 神奈川県横浜市Tsunashima
サスティナブル・スマートタウン エネルギーの見える化

【調査対象団体一覧】

【調査対象団体選定における考え方】
①各パターンのキーワード（起点）となるサービスの取組が進んでいる、②特定の分野のみではなく、分野間連携した取組が進んでいる
事例選定

【ヒアリング対象候補の選定基準】
各パターンの事例の中でも特に取組の進んでいる4事例にヒアリングを行う。

：現時点でヒアリングが完了し、本資料に取りまとめている団体 ：ヒアリング予定の団体



現時点で明らかになったポイント
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分野間連携

事例・ポイント

サービスがすぐ便利になる場合とデータ活用により向上する場合とで種類に違いがあると考える。また、市民向け
と開発者向けという観点の違いが挙げられる。（愛知県岡崎市）

文化財をデジタルコンテンツ化（文化・教育分野）することで、それをきっかけにまち歩きをする人が増えたが、渋滞
予測や駐車場満空情報の提供（交通分野）によりまち歩きをする人たちは渋滞を起こさなかった。結果的に、自
動車通行量が減少し脱炭素が進む（環境分野）という分野間連携の流れ・ストーリーも考えられる。（愛知県
岡崎市）

分野横断的な取組においては、市役所内の他分野にわたる担当課をつなげていくことがコツとなる。 （愛知県岡
崎市）

データの利活用は1事業単体で活用できていなければ他分野との連携は難しいと考える。 （愛知県岡崎市）

イメージ

まちを楽しむ選択肢を増やす・回遊性を向上させるという観点で取組を行っている。安全安心のための行動変容
も促すが、行動をコントロールするというわけでなく、情報案内に留めるようにしている。（大丸有まちづくり協議会/東
京都千代田区）

スマートシティの取組の持続性を担保するためには、まち運営のスキルとIoTスキルを持った両側面のメンバーを
確保することが重要であり、体制構築・人材育成にも努める必要がある。（大丸有まちづくり協議会/東京都千代
田区）

取組推進のポイン
ト

新しい（例：ロボット運搬）サービスの実装には（技術的課題だけでなく）、既存・新制度での位置づけや管理・
運用体制構築などのハードルを乗り越える必要がある。 （大丸有まちづくり協議会/東京都千代田区）

イメージとして記載するサービスの整理方法や取組の目的、体制等の取組推進のポイント等について幅広くご意見をい
ただいた。

目的

データ利活用

実装におけるハー
ドル



分野間連携モデルの全体構成（案）
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①概要イメージ

④サービス事例
（複数ページを想定）

②他分野連携イメージ

③他分野連携詳細
イメージ

全体イメージを一般化し作成

事例ベースで作成

分野間連携されたスマートシティを4パターンに分類。パターンごとのイメージをイラスト等を活用しまとめる。
パターンごとに全体イメージパート（①概要イメージ、②他分野連携イメージ、③他分野連携詳細イメージ）と、事例ベース
パート（④サービス事例）にて構成する。



都
市
計
画

分野間連携モデルのアウトプット（案）
AIカメラやセンサー等で取得した来街者の属性データ（性別、年代等）や行動データ（移動方向等）、群衆データ（通
行者数）等を活用して、データに基づくマーケティング、来街者個々の属性に合わせたサービスの周知・プロモーション、まちな
かや店舗・施設のリアルタイムの混雑状況の情報提供等を行う。
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データ取得 サービスのスマート化データ連携

来街者の属性や行動データ等に基
づいたサービスの企画・開発を行う

エリアマネジメントソフトとの連携

アプリ・サイネージ等で性別や年齢に合わ
せたおすすめの情報を提供する

まちなかサービスプロモーション

スマートポール等に設置したAIカメラ
やセンサーから、来街者の顔画像
データや属性データを取得する

AIカメラ・センサーによる
人流データ等の取得

AIカメラやセンサー等で取得した
データとその他都市データを都市
OSで連携する

都市OSにおけるデータの
連携・分析

カメラ映像をリアルタイムに解析し、
防犯パトロールに活用する

まちなかの混雑情報をサイネージで可視化・提供する

道路混雑状況のリアルタイム配信に
よる交通渋滞緩和

シェアリングモビリティサービス等の導入
次世代モビリティの導入

Webやサイネージで駐車場の満空情報を提供
駐車場満空情報の提供

賑
わ
い

見
守
り

交
通

健康行動へ誘導するウォーキングアプリを活用
ウォーキングアプリの実装健

康

人
流
デ
ー
タ
を
起
点
と
し
た
基
本
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

人
流
デ
ー
タ
を

他
分
野
サ
ー
ビ
ス
で
展
開

人
流
デ
ー
タ
起
点
以
外
に
も

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
・
連
携

ロボットを活用した防犯パトロール

ウォーキングアプリにおいて健康
情報に基づくまちなかサービスの

提案がもらえる！

混雑情報を分析し、モビリティ
のルートを決定したことで渋

滞が緩和された！

デジタルサイネージで店舗広告や、
モビリティ情報等を確認できる！

設置した防犯カメラで安心して暮ら
せるようになった！

※ 本イメージはあくまで国内の特定の地域の事例をモデルにしたパターンの例示になります。取組条件によってあるべき姿は異なります。

AIカメラ・センサーで
人流データ等を取得


